都電保存車両の現状
令和元年　６月◯◯日

都電網研究会 都電サルベージ分科会

　2019年6月現在、都電の保存車両は都内に14両、東京以外の都道府県に7両、他に長崎電軌に2019年3月まで現役で使用されていた７０１号、函館市電に除雪用ササラ電車に改造された２両がいます。（別表参照）

　また新宿歴史博物館には５０００形の実物大で車体半分ほどのレプリカ、茨城県の映像ロケ施設に市電タイプレプリカがあります。

　1972年発行の東京都交通局60年史掲載の都電廃止進行中の1970年度末譲渡車一覧表では86両が掲載されていますが、ここに記載された車両の現存車は8両のみです。

　その後も1978年の荒川線ワンマン化時の廃車や車体更新時の旧車体譲渡があり、合計でのべ100両ほどが公園、学校、保育園や個人で保存、利用されていました。

　都電に限らず鉄道車両は動かないまま露天に置かれていると、雨水による浸食等により劣化が急速に進みます。そのため設置後10年も過ぎると姿を消すものが多くなります。他都市の場合もほぼ同様で、横浜市電、名古屋市電も譲渡車の現存は1/10ほどになっています。

　以下に現存車両の様子を紹介します。

●飛鳥山公園６０８０号車

公園の遊具という位置づけです。

かつて車内でぼやがあり、車内開放は中止されており、そのころは窓ガラスも一部なくなって、お化け屋敷のようでした。

2005年に整備され上屋がつき、窓はアクリル板が入れられ車内のベルも復元されましたが、２年後には側面窓のアクリル板は外されていました。

その後も外板塗装など手は入れられています。

●大田区萩中交通公園７００８号車
この公園には以前７５０２が設置されていましたが、その場所の名前が「ガラクタ広場」で、消防車、バスなどとともに遊具扱いでした。窓ガラスはなく、外せる部品はすべてない状態でまさしくガラクタでした。

状態悪化のためか2006年に撤去されましたが、2013年公園整備で7008更新車が再度設置されました。

公園搬入後に安全のため床に網が張られ、屋根に上がるステップ、ワイパーなどが外されました。

管理人がいるフェンスで囲まれた区画内で、日中のみ立入可能です。

●市川市大和田公園7011号更新車

なんでこんなところに都電？と思われる場所ですが、都営地下鉄新宿線の排気塔が建設された一角が公園となったため、設置されたようです。

フェンスで囲まれ車内公開はされていませんが、室内灯が点灯するようになっているのが特徴で、防犯効果が期待できます。

●横浜市久良岐公園横浜市電1156号車

公園設置で近年整備された例としてご紹介します。

久良岐公園は丘の上に造成された団地に隣接する広大な都市公園で、1973年公園開設時に前年廃止になった市電車両が設置されました。

当初は車内公開されていましたが、老朽化のため中止、横浜市では撤去の方向で考えていましたが、2012年神奈川新聞社記者さんたちの働きかけで地元塗装会社などが地域貢献として修復工事をされて、ボランティアの保存会で整備をされています。

修復にあたり、遊具から街の記憶をつなぐ文化財、遺産として位置づけることを目指しました。

室内灯、ヘッドライトなど点灯するようになり、塗装も現役時代に近づけるよう考証されています。

上屋は設けられていませんが、2014年市の公園整備の一環で長い間街中に埋もれていた市電レールを移設し、周囲に資材倉庫にあった市電敷石を設置、かつての意匠を再現した電柱が立ち架線が張られ電停ポールも復元されました。

通常はフェンス内には立入できませんが、月１回整備清掃作業にあわせ保存会の方立会いで車内公開が行われ、夏季はライトを点けた納涼夜間公開も行われています。

公開時には市電ＯＢの運転士さん、車掌さんも立ち寄られることがあり、そこから市電ＯＢの方にお話を聞く会も開催されるなど、地域の歴史を記録し、継承してゆく活動が行われています。

最後に、保存車による地域のふれあいの創出の例をご紹介します。

●横浜市電保存館

市電車庫跡の高層住宅１階に設けられた施設で、市電７両、横浜市の交通発展の歴史展示、模型運転場、小ホールなどがあります。

イベントとして、館のある磯子区内の小中高の生徒さんによる花電車装飾が行われました。

高校美術部の手によるものは、カッティングシートを使い横浜の交通の歴史をたどるプロ顔負けの作品でした。

小学生の作品は紙造花で飾られた手造り感あふれるものでした。

●三島市楽寿園

三島駅前で市民の憩いの場として親しまれている有料公園に蒸気機関車C58322号が保存されています。これを一人の少年がこつこつと清掃、整備作業を始めました。

公園のボランティアメンバーになり、動かせる機械部分や汽笛が復元され、ライト点灯、煙の演出もできるところまで整備されました。

公園では機関車を活用すべく、「スマイル鉄道フェスタ」が毎年開催され、汽笛吹鳴イベントや地元鉄道会社のミニ電車乗車など、多くの人が楽しまれています。
	所在地
	番号
	備考

	荒川区　都電おもいで広場
	5501・7504（ワンマン改造車）
	開園時案内係在駐　車内公開

	荒川区　荒川車庫
	6086
	イベント時のみ公開

	荒川区　あらかわ遊園地
	6152
	有料施設、車内公開（休園中）

	北区　飛鳥山公園
	6080
	柵無し、車内公開

	豊島区　南大塚公園
	6162
	建屋内、以前は車内公開

	文京区　都電神明車庫跡公園
	6063・乙２
	柵あり

	台東区　池之端児童公園
	7506（更新車）
	柵あり　イベントで車内公開

	板橋区　板橋交通公園
	7508（ワンマン改造車）
	開園時間のある区画内

管理者在駐
車内公開　ミニ図書室

	大田区　萩中交通公園
	7008（更新車）
	開園時間のある区画内
管理者在駐　車内公開

	府中市　郷土の森交通公園
	6191
	開園時間のある区画内
管理者在駐　

	西東京市　個人（非公開）
	5011　車体のみ
	以前は幼稚園として使用

	小金井市江戸東京たてもの園
	7514
	有料施設　車内公開

	栃木県三和テッキ宇都宮工場
	175
	見学は月1回事前予約制

	千葉県市川市　大和田公園
	7011（更新車）
	柵あり　室内灯夜間点灯

	千葉県八千代市　個人
	8053
	元トレインカフェ

	埼玉県　あたらしき村
	7022　車体のみ
	2018年整備　元保育園

	静岡県　元吉原小学校
	7024
	保管庫内　公開は特定日

	山梨県　個人
	8125　車体のみ　２分割
	以前は埼玉県で図書館として使用

	函館市　函館牛乳直売所
	函館市電1006（都電7033）
	営業時間中車内公開？

	長崎市　長崎電軌軌道
	７０１（都電2018）
	2019年3月まで現役

	函館市　函館市電
	排3,4（東京市電ヨヘロ形）
	除雪用ササラ電車

	新宿区　歴史博物館
	5000レプリカ　車体1/2ほど
	有料施設　実物部品使用

	茨城県ワープステーション江戸
	街鉄風単車45
	有料施設　動態　大道具風


